
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
七
十
五
号

土
地
収
用
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
施
行
法
　
抄

（
土
地
収
用
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
）

第
一
条
　
土
地
収
用
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
七
十
四
号
）
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
八
月
を
こ
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
土
地
収
用
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条
　
土
地
収
用
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
際
現
に
効
力
を
有
す
る
改
正
前
の
土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
）
（
以
下
「
旧
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
六
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
事
業
の
認
定
の
告
示
は
、
改
正
後
の
土
地
収
用
法
（
以
下
「
新
法
」
と
い
う
。
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
の
法
律
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
新
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
の
認
定
の
告

示
と
み
な
す
。

第
三
条
　
改
正
法
の
施
行
前
に
旧
法
第
三
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
土
地
細
目
の
公
告
が
あ
つ
た
土
地
の
収
用
又
は
使
用
に
関
し
て
は
、
新
法
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
た
だ
し
、
旧
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
事
業
の
認
定
の
告
示
が
あ
つ
た
日
か
ら
三
年
を
経
過
す
る
前
に
旧
法
第
三
十
九
条
の
例
に
よ
り
土
地
細
目
の
公
告
が
効
力
を
失
つ
た
と
き
は
、
そ
の
失
効
後
は
、
新
法
を
適
用
す
る
。

第
四
条
　
改
正
法
の
施
行
前
に
旧
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
の
認
定
の
告
示
が
あ
つ
た
土
地
の
新
法
の
規
定
に
よ
る
収
用
又
は
使
用
（
以
下
「
旧
事
業
認
定
に
よ
る
収
用
等
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
事
業
の
認
定

後
の
収
用
又
は
使
用
の
手
続
は
、
保
留
さ
れ
て
い
る
も
の
と
み
な
す
。

第
五
条
　
起
業
者
は
、
旧
事
業
認
定
に
よ
る
収
用
等
に
関
し
新
法
第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
収
用
又
は
使
用
の
手
続
を
開
始
す
る
旨
を
申
し
立
て
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
新
法
第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
立
書
に
、

新
法
第
二
十
六
条
第
一
項
及
び
第
三
十
三
条
の
規
定
に
よ
つ
て
告
示
さ
れ
た
事
項
の
記
載
に
代
え
て
、
旧
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
つ
て
告
示
さ
れ
た
事
項
及
び
土
地
収
用
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
施
行
法
第
四
条
の

規
定
に
よ
り
収
用
又
は
使
用
の
手
続
が
保
留
さ
れ
た
旨
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
条
　
旧
事
業
認
定
に
よ
る
収
用
等
に
関
し
て
は
、
新
法
第
二
十
八
条
の
三
第
一
項
中
「
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
の
認
定
の
告
示
」
と
あ
る
の
は
、
「
当
該
都
道
府
県
の
区
域
内
の
起
業
地
に
つ
い
て
は
じ
め
て
第
三

十
四
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
手
続
開
始
の
告
示
」
と
す
る
。

第
七
条
　
第
五
条
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
の
申
立
て
が
当
該
起
業
地
（
起
業
地
が
二
以
上
の
都
道
府
県
の
区
域
に
わ
た
る
と
き
は
、
各
都
道
府
県
の
区
域
内
の
起
業
地
）
に
つ
い
て
は
じ
め
て
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
新
法
第
三

十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
立
書
に
は
、
収
用
又
は
使
用
の
別
を
明
ら
か
に
し
た
当
該
都
道
府
県
の
区
域
内
の
起
業
地
を
も
記
載
し
、
か
つ
、
そ
の
起
業
地
を
表
示
す
る
図
面
を
添
附
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
新
法
第
十

八
条
第
四
項
の
規
定
は
、
こ
の
場
合
に
お
け
る
土
地
の
表
示
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

２
　
都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
に
規
定
す
る
申
立
て
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
新
法
第
三
十
四
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
手
続
開
始
の
告
示
を
す
る
と
き
は
、
あ
わ
せ
て
、
当
該
都
道
府
県
の
区
域
内
の
起
業
地
及
び
そ
の
起
業
地
に
つ

い
て
新
法
第
二
十
八
条
の
三
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
旨
を
告
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
都
道
府
県
知
事
は
、
新
法
第
三
十
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
長
に
図
面
を
送
付
す
る
際
、
第
一
項
の
図
面
を
あ
わ
せ
て
送
付
す
る
も
の
と
す
る
。

４
　
第
一
項
の
図
面
が
前
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
長
に
送
付
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
図
面
は
、
市
町
村
長
が
新
法
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
べ
き
図
面
と
み
な
す
。

第
八
条
　
改
正
法
の
施
行
前
に
さ
れ
た
事
業
の
認
定
の
申
請
に
対
し
、
改
正
法
の
施
行
の
際
ま
だ
こ
れ
に
関
す
る
処
分
が
さ
れ
て
い
な
い
と
き
は
、
そ
の
事
業
の
認
定
の
手
続
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
前
四
条
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
従
前
の
例
に
よ
つ
て
事
業
の
認
定
の
告
示
を
し
た
場
合
に
準
用
す
る
。

３
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
従
前
の
例
に
よ
つ
て
事
業
の
認
定
の
告
示
を
す
る
と
き
は
、
あ
わ
せ
て
事
業
の
認
定
後
の
収
用
又
は
使
用
の
手
続
が
保
留
さ
れ
る
旨
を
告
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
九
条
　
第
二
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
は
、
土
地
収
用
法
第
五
条
に
掲
げ
る
権
利
若
し
く
は
同
法
第
六
条
に
掲
げ
る
立
木
、
建
物
そ
の
他
土
地
に
定
着
す
る
物
件
を
収
用
し
、
若
し
く
は
使
用
す
る
場
合
又
は
同
法
第
七
条
に
規
定
す

る
土
石
砂
れヽ
きヽ
を
収
用
す
る
場
合
に
準
用
す
る
。

第
十
条
　
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則

こ
の
法
律
（
第
一
条
を
除
く
。
）
は
、
改
正
法
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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